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子どもの同意と新生児医療の特異性 
保護者としての役割の放棄（遺棄） 
表：ベビー・ドゥ事例 
治療を保留できる条件 
根拠に基づいた医療（EBM）の重要性 
おわりに 
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PPI の害：年齢が高くなるほど認知症発症の危険度が大きい 
PPI の利益：薬剤性潰瘍の治療に有効 
アスピリンの利益と害は？ 
PPI 併用について 
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編集後記 

★最近、便秘用新薬の紹介が続いた。作用機序が平明な薬剤は有用で、受容体を介する

など複雑な機序の薬剤は害反応など問題ありとまとめるのは単純化しすぎだろうか★今

号の総説「高血圧ガイドライン批判」にはどう思われましたか。過剰な降圧は問題とす

る臨床試験結果が相次ぐと、さらに下げよとする臨床試験結果とそれを反映させたガイ

ドラインが出る。この綱引きは今後も続くが、ますます強くなる製薬企業の圧力には医

師や薬剤師の判断能力が頼りである★プロトンポンプ阻害薬が“ 胃薬” として使われ、高

齢者に鉄欠乏性貧血その他副作用が多発している。観察研究では死亡率を高めている。

その過剰使用に警鐘を鳴らしたい★ C 型肝炎に対する薬剤は有用だが、ウイルスを退治

できたお陰で患者数が激減した。医療者側は“ お客様” が減って厳しい状況にあり、一方

で高齢者から保菌者を掘り起こし治療の対象にしている。医療福祉の意義について考え

させられる。（の） 


